
　

旧
年
中
は
、
町
政
へ
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

愛
川
町
は
呱
々
の
声
を
あ
げ
て
70
年
、
古
希
を
迎

え
ま
し
た
。

　

本
町
の
豊
穣
の
大
地
は
、
太
古
か
ら
変
わ
ら
ず
に

降
り
注
ぐ
自
然
の
恵
み
と
、
惜
し
み
な
く
捧
げ
ら
れ

た
先
人
た
ち
の
努
力
と
英
知
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
、
本
町
の
誇
る
べ
き
歴
史
を
礎
に

先
人
た
ち
の
業
績
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
未
来
へ
の

糧
と
し
て
、
皆
様
と
と
も
に
祝
い
、
愛
川
に
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
来
て
み
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
安
心
安
全
で
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
が
毎
日
を
無
事
平
穏
で
あ
る
こ
と
を
願
いつつ
、

地
球
上
か
ら
争
い
事
が
な
く
な
り
、
平
安
な
時
代
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
希
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
「
え
え
町
や
な
ぁ 

愛
川
70
周
年
」
を
合
言
葉
に
、

今
年
も
笑
顔
と
元
気
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

愛
川
町
長

小
野
澤 

豊

令
和
七
年
元
旦

新
年
明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

高峰小学校6年の児童の皆さんと小野澤町長（ランチミーティングにて）

R2:親子方式による温かい中学校給食を開始

R1:誰でも農業ができる準農家制度を
　  県内で初めて創設

H30:妊娠・出産・子育て総合相談
       （子育て世代包括支援センター）を設置

H29:全国的に珍しい
　    宮ヶ瀬ダムナイト放流を開催

H29:小・中学校に
        インクルーシブサポーターを配置

H28:小・中学校の普通教室に
       エアコンを設置

H27:町の冬を熱く盛り上げる
　　  若者たちの音楽祭を開催

H27:優れた町産品を認定する
　　  愛川ブランド認定制度を創設
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昭和３０年１月１５日に愛川町と高峰村が合併して新しい愛川町が誕生。
翌３１年９月に中津村が編入合併しました。

以来70年、先人たちが紡いできた想いや歴史、自然、文化を継承し、
愛川町は発展を遂げてきました。

町民の皆さんと共にお祝いできるさまざまなイベントを開催するなど、
節目の1年を盛り上げていきます。

愛川町70周年記念キャッチフレーズが決定しました！

R6 :第２号公園に
　   バスケットボールコートを整備

R6:株式会社いなげやによる
　   移動スーパー事業を開始

R6:観光・産業連携拠点づくり事業として
     整備を進めている半原水源地跡地

R5 :サントリーグループと連携した
     ペットボトル水平リサイクル事業がスタート

R4:新型コロナウイルスワクチン接種の実施や
     地域振興券を全町民へ配布

R4 :子どもたちの新たな遊び場として
　   田代運動公園に複合遊具がオープン

R3:県内最古の木造校舎である旧半原小学校
     木造校舎に「懐かしの学び舎」が開館

R6:多様なニーズに対応するため、多目的広場
　   などの整備を進めている第1号公園

旧愛川町 高峰村

中津村
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